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要旨：全身性自己免疫疾患は難治性疾患とされてきたが、病態形成過
程に中心的に介在する細胞、分子や疾患関連遺伝子の解明により、治
療標的とすべき分子が明確になってきた。また、分子標的治療薬によ
り、副作用が多く非特異的なグルココルチコイドを中心とした治療を
脱却し、特定の標的分子に対する選択的治療が主流となってきた。斯
様な背景の下に多くの疾患でガイドラインや治療勧告の改訂が進行し、
安全性や経済性、難治症例や臓器障害への対応、寛解後休薬、治療薬
の使い分けなど多くの課題に対しても新たな展開が齎されている。さ
らに、CAR-T療法やT-cell engager療法には、免疫系の再構築を介して治
癒を目指せる可能性が期待される。
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